
下関市指定管理候補者選定委員会（下関市島戸診療所）議事録

令和７年１０月２８日（火） １３時５５分～１４時３５分

下関市役所 西棟３階 唐戸保健センター 多目的室

下関市指定管理候補者選定委員会（下関市島戸診療所）

： 河本委員長、坂井委員、八角委員

下関市保健部地域医療課

： 奥村課長補佐ほか２名

１． 開 会

２． 委員会の進め方

事務局 １ 配布資料について

２ 委員長の選任について

３ 審議事項について

①審議事項１「審査基準について」

事務局（案）に対する修正の要否を審議

②審議事項２「審査基準の各項目の得点について」

事務局から項目ごとに説明、各委員が審査基準に基づき採点

③審議事項３「答申について」

審議を踏まえ、委員会としての結論をまとめる

３． 委員長選任

下関市公の施設における指定管理者の指定手続等に関する条例施

行規則第８条の規定に基づき、委員長の互選が行われ、河本委員が委

員長に選出された。

４． 審議事項

(１) 審査基準の内容について
委員から修正意見等はなく、事務局（案）で了承。



(２) 審査基準による各項目の得点について
事務局より区分１から説明。以下、質疑があった項目のみ記載。

選定委員

事務局

区分２－①「正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇をしたり

することはないか」

診療を断った事案はあるか。

そのような事案はない。

選定委員

選定委員

事務局

選定委員

事務局

選定委員

事務局

選定委員

事務局

区分３－②「団体の経営状況は良好か、不測事態や資金需要の集中へ

の余裕はあるかどうか」

貸借対照表、損益計算書より、次期指定管理期間中に業務実施が困

難となる恐れはないのではないかと考えられる。

事業外収益は、どのくらいあるのか。

事業外収益は、前回の状況と変わりないか。

事業外収益は、市からの指定管理委託料、自動販売機やマッサージ

機の売り上げ、治験料等があり、市からの指定管理委託料は２００万

円弱である。

区分４－①「管理運営に関する基本方針について」

週１回水曜日だけの診察なのか。

そのとおりである。

他の曜日にその地域の人で、具合の悪い人は、診察できないのか。

基本的には、高血圧等の慢性疾患の方が、島戸診療所を利用してお

り、症状が大きく悪化した患者さんはいない。

区分４－③「安全面に関する方策」

医療安全管理指針は、医療法に基づき作成されており、木本クリニ

ックが、市の医療監視を受けて、この内容で考えているという認識で

よいか。

そのように認識している。
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区分４－⑤「施設管理について」

研修計画について、別添として添付されているか。

別添として添付されていない。

研修計画について、詳細が確認できるものがあった方がよい。

院内研修会の開催と、医療関連外部研修への参加について、島戸診

療所には、専従の職員がいないので、木本クリニックで行っている研

修に参加しているいう理解でよいか。

その通りである。
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事務局

区分４－⑦「サービス向上のための方策」

勉強会の計画について、詳細が確認できるものがあった方がよい。

院内勉強会は、誰が講師をしているのか。

確認していない。
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区分４－⑧「利用者等の要望の把握及び実現策」

窓口は、組織図では事務職員と記載があるが、事務職員が事務長と

いうことか。

その通りである。

事務長か毎週水曜日に、島戸診療所に行かれているのか。

その通りである。

地元自治会の意見も聞かれている。

島戸診療所の建物は、診療所部分と自治会部分があり、非常に自治

会との距離が近いと聞いているが間違いないか。

間違いない。

区分４－⑨「利用者とのトラブルの未然防止及び対処方法」

過去にトラブルになったことはあるか。

トラブルになった事案はない。

医療安全管理方針に患者とトラブルになった際の記載があるの

で、トラブル時の対応方法は決まっていると思う。



事務局 ～集計結果報告～

集計の結果、平均点は６６．３点と全ての項目が標準の場合の点数

である６４点を上回った。

(３)答申について
結論として、「指定管理候補者として適当」であり、委員会として

特に付記すべき事項はない。

５． 閉 会


